




















































































































































































































































































































































年齢区分 男性 女性 計 %
69歳以下 8 10 18 40.0
70 〜 74歳 16 6 22 48.9
75歳以上 5 0 5 11.1
計 29 16 45 100
平均年齢 71歳 68歳 70歳 —


























































類　　型 件数 % 入学前 在学中 卒業後
スポーツ（テニス・ゴルフ・太極拳・ダーツなど） 24 24.7 15 8 1
野外活動（山歩き・園芸・歴史探訪など） 23 23.7 8 10 5
ダンス（社交ダンス・フラダンスなど） 13 13.4 4 8 1
音楽（合唱・カラオケ・ハーモニカなど） 11 11.3 4 7 0
日本文化（短歌・俳句・茶道・詩吟など） 9 9.3 3 5 1
その他（囲碁・写真・木彫りなど） 9 9.3 6 2 1
英語・英会話 8 8.3 3 1 4
　　　　　　　　　　　　	計 97 100 43 41 13


















6 12.8 2 1 3
　　　　　　　　　計 47 100 11 21 15



































































































































パフォーマンス交流型 2 2 0 0 10 2 1 1 1 19
サービス提供型 0 3 0 8 2 0 2 4 1 20
所属団体貢献型 0 0 0 4 1 1 0 0 0 6




































































項　目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
q17地域で支え合う生活をしている .907 -.109 -.064
q16他の人のために活動している .693 .227 .069
q12社会貢献活動を身近に感じている .554 -.023 .084
q15自分の楽しみを持っている -.188 .813 .061
q14人生の時間の量より質を大切にしている .094 .750 .007
q19入学時と卒業後では生き方が変わった .273 .364 -.123
q18定期的に友人と交流している -.089 .052 .885
q13日々積極的に行動している .285 -.073 .720
　　　　　　　　　　　　　因子間相関	Ⅰ ‐ .381 .642





































































表 6 「現在の生き方」の因子分析の結果 
項 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 
    
q17地域で支え合う生活をしている .907 -.109 -.064 
q16他の人のために活動している .693 .227 .069 
q12社会貢献活動を身近に感じている .554 -.023 .084 
q15自分の楽しみを持っている -.188 .813 .061 
q14人生の時間の量より質を大切にしている .094 .750 .007 
q19入学時と卒業後では生き方が変わった .273 .364 -.123 
q18定期的に友人と交流している -.089 .052 .885 
q13日々積極的に行動している .285 -.073 .720 
    
因子間相関 Ⅰ ‐ .381 .642 
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